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新たな食品表示制度をめぐる
れま 議論これまでの議論について

平成24年１月平成24年１月

消費者庁食品表示課表



これまでの議論における委員の
御意見

検討会で御発言のあった御意見に加え、
事務局の照会に対して寄せられた御意見も
含んでおります。



これまでの議論における委員の御意見①これまでの議論における委員の御意見①

食品表示の目的についての主な御意見

○ 食品表示の目的については、ＪＡＳ法、食品衛生法、健康増進法の三法の
趣旨を踏まえた上で、最終的には「公衆衛生の向上を図ること」に重点を置い
てはどうかてはどうか。

○ 食品衛生法、ＪＡＳ法、健康増進法等の目的に加え、「食品の安全」という観
点が入るとよいのではないか点が入るとよいのではないか。

○ ＪＡＳ法、食品衛生法、健康増進法等の目的に加え、表示の読みやすさ、わ
かりやすさと、適正な表示により消費者に正確な情報を伝えること（誤認防止）
を、食品表示の目的に並列的に加えるべきではないか。
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これまでの議論における委員の御意見②これまでの議論における委員の御意見②

○ 「消費者が、食品の品質、特性、リスクを十分に知った上で選択することが
き う す 事業者 食 質等 表 が 消費者

食品表示の目的についての主な御意見（続き）

できるようにするため、事業者による食品の品質等の表示が、消費者にとっ
てわかりやすく、かつ不足がないようにすることを通じて、消費者が豊かな消
費生活を営むことができること」を目的としてはどうか。

○ 消費者の権利である合理的な食品選択の確保のため、「食品に関する表
示を適正なものにすることにより、消費者の安全を確保し、消費者の自主的
で合理的な商品選択が確保されるようにするため、事業者に対して、消費者
の食品選択に必要な情報を開示させ、かつ、消費者が誤認することのないよ
うにその内容を適正なものにさせることとし、もって消費者の権利を確保するうにその内容を適正なものにさせることとし、もって消費者の権利を確保する
こと」を目的としてはどうか。

○ 「食品の表示は食品情報の提供であり、消費者が情報に基づく選択を行○ 食品の表示は食品情報の提供であり、消費者が情報に基 く選択を行
い、かつ消費者が食品を安全に利用するためのベースを提供することによ
り、高いレベルの消費者の健康と利害の保護を追及すること」を目的としては
どうか。どうか。

○ 消費者基本法の基本理念・考え方を盛り込むべきではないか。
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これまでの議論における委員の御意見③これまでの議論における委員の御意見③

食 表 考 方 主な御意食品表示の考え方についての主な御意見
（基本的考え方）

○ 現在の表示事項は最低限維持し その上で製造年月日表示等の表示項目○ 現在の表示事項は最低限維持し、その上で製造年月日表示等の表示項目
を増やすなど、消費者にとってさらなる情報を提供できるようにすべきではない
か。

○ 表示事項に優先順位をつけるべきではないか。生命・安全にかかわる表示
事項が重要ではないか。

○ 一般の消費者でも理解できる事項や健康に直接関連する事項を中心に義務○ 一般の消費者でも理解できる事項や健康に直接関連する事項を中心に義務
化して容器包装にわかりやすく記載する。それ以外の事項は事業者の主体的
取組を尊重して任意表示とすべき。

○ 表示の情報量やわかりやすさなどの課題について議論される前に、消費者
に必要な、望まれる情報とは何か、それに対して現在の食品表示制度の現状
はどうか、どう改善すべきかがまず議論されるべき。議

○ 表示に用いる用語の定義の統一、消費者になじみのない用語の整理をすべ
き。

が
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○ 食品衛生法とＪＡＳ法で解釈等が異なるものについて整理すべき。

○ 国際調和という面から、コーデックス規格等との整合性を図るべき。



これまでの議論における委員の御意見④これまでの議論における委員の御意見④

食 表 考 方 主な御意

（容器包装以外の媒体の活用）

○ パ ケ ジ 積 応じ ベ 残すも 他 媒体 も表 能なも

食品表示の考え方についての主な御意見

○ パッケージの面積に応じてラベルに残すもの、他の媒体でも表示可能なも
のを整理していけば、わかりやすく、なおかつ情報量が確保された表示になる
のではないか。

○ 「分かりやすくしてほしい」「欲しい情報をできるだけ多く」といった多面的な
要望がある一方で、表示面積の制約、将来的な表示事項の増加が考えられ
ることから 容器包装以外での表記方法をも含む記載方法が現実的ではないることから、容器包装以外での表記方法をも含む記載方法が現実的ではない
か。

○ 国際的にＷＥＢやPOPで表示を行っている例はないため、原則ラベルに表
示すべき。

○ 商品の中身と表示は一対一が基本であり、それを外すことによって表示が
不正確になるおそれがあるため 容器包装以外に表示するにあたっては 十不正確になるおそれがあるため、容器包装以外に表示するにあたっては、十
分慎重に扱う必要がある。

○ 二次元コードなどを使って表示をする場合、中小企業が対応できないので表
はないか。また、二次元コードなどを使って情報を調べられない人については
考慮が必要ではないか。
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これまでの議論における委員の御意見⑤これまでの議論における委員の御意見⑤

食品表示の考え方についての主な御意見

（その他）

○ アンケート等を通じて一般の消費者が求めている表示は何かを把握した上
ガ づで、需要があり、重要性のある表示、ガイドラインに基づく任意表示でもよいも

のなど、レベル分けが必要ではないか。

○ 新たに表示義務を拡大する場合 実行可能性の点で正確な表示の確保が○ 新たに表示義務を拡大する場合、実行可能性の点で正確な表示の確保が
困難な分野があると思う。そのような分野については、義務表示の拡大の前
に、自主的な取組やガイドラインの推進を通じた情報提供の促進が重要であ
る とを施策とし 位置付ける とが必要なの はな かることを施策として位置付けることが必要なのではないか。
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